
第121回
国有財産中国地方審議会

諮 問 事 項 説 明 資 料

（諮問事項２）

「広島市中区基町に所在する留保財産の利用方針
の策定等について」

令和 4 年 2 月
財務省 中国財務局



（1）利用方針の策定について

（2）留保財産の追加について



市道

対象財産

国土地理院撮影の空中写真

物件の概要
所 在 地：広島市中区基町1番3、3番7
面 積：19,909.73㎡
用 途 地 域：第二種住居地域
建蔽率・容積率： 60%・300%
最寄りの交通機関等：北東約0.4kmに広島高速交通㈱アストラムライン城北駅
沿 革 : 平成30年3月 広島県より返還

広島合同庁舎

中央公園

広島城跡

アストラムライン城北駅

１

１.留保財産の概要（旧広島県営基町住宅）

（１）基本情報

市営基町アパート



２

（２）現況図及び現況写真（用途地域・接道状況）

182ｍ

市道
（幅員6ｍ）

国土地理院の地理院地図

第二種住居

市道
（幅員10ｍ）

204ｍ

市道
（幅員6ｍ）

旧太田川

※令和元年６月以降、広島市に対しオープンスペース
として管理委託

写真提供：広島市



２．地方公共団体との協議
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国公有財産にかかる有効活用連絡会

11月11月８月 ２月

利活用要望等確認

○周辺状況や都市計画規制等について情報共有
○利活用に関する協議

３

利用要望書
（広島市）

1月



３．広島市の利用要望（その１）

４

○借受要望財産：旧広島県営基町住宅北側部分（約7,600㎡）

（１）要望概要

○利 用 用 途：市営基町第17アパート建替用地

○広島市の利用要望を踏まえた本財産周辺の配置図

南側（約13,400㎡）
※市道部分約600㎡を含む

北側（約7,600㎡）
※市道部分約500㎡を含む

市道（1,117．41㎡）

市営基町第17ｱﾊﾟｰﾄ

中央公園広場
※サッカースタジアム建設予定地

広島城

・現有施設（177戸）と同規模での建替えを計画

「都市計画情報」（ひろしま地図ナビ：https://www2.wagmap.jp/hiroshimacity/Portal）をもとに中国財務局作成

・現第17アパート敷地は、今後、国へ返還予定



３．広島市の利用要望（その２）

５

・「市営住宅マネジメント計画」（平成28年12月策定）に基づく対応
⇒現行の耐震基準に適合しておらず、「建替え」と位置付け

・「基町地区活性化計画」の実現のため、本財産の一部活用が必要

・基町地区の地域コミュニティの維持を図ることが必要

・サッカースタジアムの開業に伴う住環境への影響に配慮が必要

・本財産の今後の利活用への配慮が必要。なお、効率的な土地利用のため、
可能な限り高層化を図る。

（３）本財産での建替え及び北側を要望する理由

（２）第17アパートの建替えを必要とする理由

・「基町地区活性化計画」（令和2年5月策定）に基づく対応
⇒老朽化等による安全性への不安・居住環境の悪化を踏まえ、建替えを重点項目
に位置付け、令和６年までの着工を目標

（４）本財産に介在する市道（1,117.41㎡：注）の取扱い

・本財産に介在する市道の一部（約500㎡）を含めた利用を要望

（注）国から市に無償貸付中

・このため、今後、市道全体（1,117.41㎡）の供用を廃止し、国へ返還



４．広島市による利用要望の検討（その１）

６

（１）必要性・緊急性について

・住民の安全確保や居住環境の改善のためには早急な建替えが必要

（２）位置・規模の妥当性について

・「基町地区活性化計画」の実現や基町地区のコミュニティの維持など、
地域の課題解消に資する

・高層化により、効率的な土地利用を図る

必要性・緊急性及び位置・規模の妥当性が認められる

・本財産北側を利用することにより、サッカースタジアム開業後の住環
境への配慮や本財産南側の今後の利活用への配慮が可能

・「市営住宅マネジメント計画」及び「基町地区活性化計画」に基づく要望



４．広島市による利用要望の検討（その２）

７

・市道が供用廃止され、当局へ返還されれば、本財産の一体利用が可能

・市営基町第17アパートの移転建替えにあたっては、市道の一部を含めた
利用計画が効率的

市道部分を含め留保財産とすることが適当

（３）市道の取扱いについて

市道部分は、市から返還後に留保財産「旧広島県営基町住宅」に追加

※ 留保財産の追加は、国有財産地方審議会に諮問

そのために



８

５．本財産北側の利用方針を先行して策定することについて

○市の利用要望部分を除く本財産の面積及び形状は、1.3万㎡の整形に近い
土地であり、地域・社会のニーズに対応した有効活用・最適利用が可能

○国への返還が見込まれる現市営基町第17アパート敷地を含めた利用方針
の検討が可能

○サッカースタジアム開業（令和６年予定）や今後の「市営住宅マネジメ
ント計画」の改定の動向等、周辺環境の変化を踏まえた対応が可能

広島市からの利用要望に基づき利用方針を策定することについて了承

有効活用連絡会

本財産南側の利用方針は、今後、周辺の開発状況や各方面の意見等を踏まえ

つつ慎重に検討

本財産北側の利用方針を先行して策定することの問題は認められない

＜地域・社会のニーズに対応＞



９

注１ 介護・保育などの公共性の高い施設の用に供する場合の随意契約の対象となる施設
注２ 公共随契対象施設と民間収益施設の複合施設
注３ 二段階一般競争入札の場合は、定借期間は、10年～30年に限られる。
注４ 土地利用等に関する企画提案を審査し、審査を通過した者を対象に価格競争を行う入札方式。

実施にあたっては、国有財産地方審議会へ諮問（利用方針案と併せ諮問することも可）。

（参考）留保財産の処理手続き



６. 利用方針（案）

策 定対 象範囲

21,027.14㎡のうち北側約7,600㎡
現留保財産部分：19,909.73㎡のうち北側約7,100㎡
市道部分：1,117.41㎡のうち北側約500㎡

(注)
１ 利用方針は市道部分を含めた一体利用を前提として策定
２ 市道部分は、今後広島市から返還を受け、留保財産に追加

利 用 用 途
公共随契対象施設【利用方針①】
（市営基町第17アパート建替用地）

処 理 方 針 随意契約（公的利用要望受付）

定 期借 地期間 ５０年以上（一般定期借地権）
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７.今後のスケジュール（予定）

11

令和４～５年度 基本・実施設計実施

令和６年～ 建築工事着工

公的利用要望受付

令和４年度 公的利用要望審査

審議会へ諮問、貸付相手方決定

令和５～６年 定期借地契約締結

○国有地の処理

○市営基町第１７アパート移転建替


